
千葉県庁エコオフィスプランの令和２年度取組結果について 

 

県では、「千葉県庁エコオフィスプラン～千葉県地球温暖化防止対策実行計画事務事業編 

（第３次）～」を策定し、県自らの事務・事業による温室効果ガスの排出量削減など環境負荷

の低減に取り組み、その結果を毎年度公表することとしています。令和２年度は第３次エコオ

フィスプランの最終年度となりますが、数値目標を設定していた県の事務・事業に伴う二酸化

炭素排出量については、基準年度（平成 22 年度）に比べて 9.0％の削減となり、目標の 8.0％

を上回る削減となりました。 

 

１ エコオフィスプランの概要 

（１）計画の期間 

平成２５年度から平成３２年度までの８年間 

（２）計画の基準年度 

平成２２年度 

（３）計画の対象 

ア 対象とする温室効果ガス 

    ①二酸化炭素 ②メタン ③一酸化二窒素 ④ハイドロフルオロカーボン 

  イ 対象範囲 

県の全ての機関（ただし、委託等により実施する公共工事等、警察車両の使用など警

察業務の一部については排出量算定に含めない。） 

（４）目標 

  ア 温室効果ガス削減の目標 

二酸化炭素排出量を、平成２２年度（294,150トン）に比べ、平成３２年度までに

８パーセント削減を目指す。ただし、他の温室効果ガスについても、毎年度、排出量

を算定するとともに削減に努める。 

イ 項目別の削減目標 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
（５）重点的な取組 

  ア エネルギーの削減 

 ①庁舎等のエネルギー使用量の削減 ②公用車等エネルギー使用量の削減 

イ 省資源の推進 

 ①用紙使用量の削減 ②環境配慮物品調達の推進 ③水使用量の削減 

 ④廃棄物の減量化・再資源化 

（６）推進と点検・評価 

環境マネジメントシステムの PDCAサイクル（Plan＝計画、Do＝実施・運用、Check＝

点検、Act＝見直し）を基本として取組の推進及び点検・評価を行い、計画の推進を図る。 

取組項目 目標設定所属 数値目標 

庁舎等エネルギー使用量 

の削減 

庁舎等を 

管理する所属 

二酸化炭素排出量 年平均１％削減 

を目標として、エネルギー種別ごとに設定 

水道使用量の削減 庁舎等を 

管理する所属 

業務の性質等を考慮しつつ、改善に努める 

ための数値目標を設定 

廃棄物の削減 

公用車等燃料使用量の 

削減 

公用車、船舶を 

管理する所属 

用紙使用量の削減 

全所属 環境配慮物品（事務用品） 

の調達 



２ 令和２年度の取組結果 

（１）エネルギーの削減 

令和２年度の県の事務・事業に伴う二酸化炭素の排出量は 267,719 トンで、基準年度の

排出量から 9.0パーセントの減少となりました。 

 

 県の事務・事業に伴う二酸化炭素排出量               単位：t‐CO2 

区   分 

 

二酸化炭素 

排出量 

（令和２年度） 

基準年度 

二酸化炭素 

排出量 

（平成 22年度） 

基準年度 

からの増減 

電気 226,151 245,021 ▲7.7％ 

庁舎等燃料使用 37,647 43,491 ▲13.4％ 

 

都市ガス 25,461 

  

ＬＰガス 1,718 

灯油 5,130 

A重油 5,228 

Ｂ・Ｃ重油 0 

ガソリン 56 

軽油 54 

公用車燃料使用 2,068 2,797 ▲26.1％ 

 

ガソリン 1,618 

  
軽油 448 

ＬＰガス 0 

天然ガス 2 

船舶燃料使用 1,853 2,842 ▲34.8％ 

 

A重油 1,685 

  軽油 166 

ガソリン 2 

合計 267,719 294,150 ▲9.0％ 

＊ 端数処理（四捨五入）の関係で「合計」が一致しない場合がある。 
 

（２）省資源の推進 

区  分 
実  績 

（令和２年度） 

基準年度 

(平成 22年度) 

実績 

基準年度 

からの増減 

水道使用量（千㎥） 1,512 1,957 ▲22.7％ 

用紙使用量（千枚） 437,639 312,022 +40.3％ 

廃 棄 物（ｔ） 4,408 7,437 ▲40.7％ 

環境配慮物品の調達率（％） 77.3 89.1 ▲11.8 ﾎﾟｲﾝﾄ 

  

  



※ 温室効果ガスの総排出量 

エコオフィスプランでは、温室効果ガスのうち最も排出量が多くエネルギー使用と直結

する二酸化炭素について削減目標を設定していますが、その他の温室効果ガス（メタン、

一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボン）についても、排出量を把握し、削減に努める

こととしています。 

令和２年度の県の事務・事業に伴う温室効果ガスの総排出量は 352,132 トンで、基準年

度の排出量から 6.2パーセントの減少となりました。 

 

県の事務・事業に伴う温室効果ガス総排出量                単位：t‐CO2  

区   分 二酸化炭素 メタン 
一酸化 

二窒素 

ハイドロ 

フルオロ 

カーボン 

温室効果 

ガス 

総排出量 

 

基準年度 

(平成 22年

度) 

温室効果 

ガス 

総排出量 

 

基準年度 

からの増減 

電気 226,151    226,151 245,021 ▲7.7％ 

庁舎等燃料 37,647    37,647 43,491 ▲13.4％ 

公用車燃料 2,068 1 55  2,124 2,870 ▲26.0％ 

船舶燃料 1,853 4 16  1,872 2,872 ▲34.8％ 

自動車エアコン    20 20 16 +25.0％ 

麻酔剤 

（笑気ガス） 
  513  513 447 +14.8％ 

家畜の飼育、 

糞尿処理等 
 1,190 405  1,595 2,011 ▲20.7％ 

水田  17   17 139 ▲87.8％ 

農作物の栽培に

使用された肥料 
  87  87 100 ▲13.0％ 

下水処理・ 

下水汚泥の焼却 
 7,054 75,051  82,104 78,610 +4.4％ 

合計 267,719 8,266 76,127 20 352,132 375,576 ▲6.2％ 

＊ 端数処理（四捨五入）の関係で「合計」又は「温室効果ガス総排出量」が一致しない場合がある。 

＊ メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボンは、二酸化炭素排出量に換算した値である。 
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※ 年度ごとの取組結果の推移 

１ エネルギーの削減 

 

２ 省資源の推進 
水道使用量（千㎥）              用紙使用量（千枚） 

  
 

   廃棄物（ｔ）               環境配慮物品の調達率（％） 
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